A geographical study on the use of the plain forests in the Kanto plain by Inui Tadashi & 犬井 正
A geographical study on the use of the plain
forests in the Kanto plain
著者 Inui Tadashi
内容記述 Thesis--University of Tsukuba, D.Sc.(B), no.
596, 1990.3.23
発行年 1990
URL http://hdl.handle.net/2241/5232
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l1刺
　　　　　　　　　　　いぬ　　　い　　　　　　　ただ’し氏名（本籍）　犬井　　正（埼玉県）
学位の種類理学博士学位記番号　博乙第596号
学位授与年月日　　平成2年3月23日
学位授与の要件　　学位規則第5条第2項該当
審査研究科　地球科学研究科
学位論文題目　　AG毫・騨蜘c盆1S危的・馳曲εU・㈹f幽げ1ぬ亙㈱s竜s1馳曲e豚鋤竜⑪
　　　　　　　　　　　H壌i鵬
　　　　　　　　　　　（関東平野における平地林の利用形態に関する地理学的研究）
主　査　　筑波大学教授　　　理学博士　　山　　本　　正　　三
副　査　　筑波大学教授　　　理学博士　　奥　　野　　隆　　史
副　査　　筑波大学教授　　　理学博士　　佐々木　　　　　博
副　査　　筑波大学助教授　　理学博士　　高　　橋　　伸　　夫
副　査　　筑波大学助教授　　理学博士　　斎　　藤　　　　　功
論　　文　　の　　要　　旨
（ユ）本研究の目的は，関東平野における平地林の利用形態を地理学的に解明し，それによって関東
平野における平地林（低地，台地，丘陵および山地の山麓緩斜面に存在する森林）の農用林的利用
形態の地域的特性を明らかにすることにある。この課題ヘアプローチするため事例調査を行い，平
地林が存在する地域の環境条件や，土地資源，営農形態，社会。経済的属性などの地域的諸特性と
平地林の利用形態との関連を比較分析し，一般的，類型的に解明するという方法を用いている。今日，
関東平野において，農用林的利用形態が維持されている地域は，首都近郊と関東平野周辺の二つの
地域に大きく区分される。調査対象地域として，首都近郊では都市化が進展している地域と，都市
化の進展が相対的に遅れている農業振興地域を，関東平野の周辺地域では平地林の利用が維持され
ている地域と，平地林が農用林としての機能を失い他の利用に転用されている地域が選定された。
これらの事例地域について，平地林の伝統的利用形態を明らかにし，それがどのようにして現在の
ような利用形態に変化したのかを考察することによって，地域的差異が生じた要因を分析した。そ
の結果，次の傾向が明らかになった。
（2）平地林は農家保有のものが多く，その伝統的利用形態は1950年代までは林業的利用ではなく，
農用林的利用が中心であった。地力の低い関東ロームに覆われた洪積台地上の畑地土壌は，平地林
から採取した落葉で作った堆肥・厩肥によって肥沃化しなければ，農業の再生産が維持できなかっ
た。農民は麦類と陸稲の自給作物の他に，首都近郊地域では換金作物のかんしょが，周辺地域では
葉たばこなどの工芸作物が栽培されてきた。これらの作物の栽培には苗床醸熱材としても，多量の
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落葉が不可欠であった。そのため，平地林からの採取物の申では農業の再生産資材である落葉が特
に重要であった。その他に平地林からは薪炭材，用材，屋根葺材料のカヤなどの生活資材も採取さ
れていた。薪炭材は15－25年の伐期で平地林から採取され，クヌギ・コナラは萌芽更新で，マツ類
は植林によって更新された。
（3）1960年以降の高度経済成長期には，首都東京の首都化といった外的条件や，農家の生活様式や
営農の変化という内的条件などにより，平地林の利用形態は地域的に大きく変化した。首都近郊の
中でも都市化の進展が相対的に遅れた地域では，多くの主業農家が農業振興地域の指定を受けた畑
で，堆肥や苗床醸熱材に多量の落葉を利用する篤農技術を堅持しながら東京市場向けの商晶約蕨菜
の集約的栽培を行い，高い生産農業所得をあげている。平地林利用が現在も存続させているのは，
背後に存在する市街化調整区域・農業振興地域の指定とともに，各々の階層の農家が平地林の貸借
関係をも含みつつ，それぞれの経営のあり方に応じた落葉採取利用を持続していることによる。都
市化が進展している地域では営農形態が粗放的になり，平地林の利用度は著しく低下した。
（4）関東平野の周辺地域では第二次世界大戦以後，平地林の堆肥供給地目としての意義が急速に薄
れ，農用林的利用が存続しているのは局地的となった。首都近郊と異なり土地利用上の法的規制も
少ないため，平地林が公共施設。ゴルフ場・工場・住宅・別荘用地などに大規模に転用が進められ
たため，景観が大きく変貌した事例もみられる。ホダ木原木の生産など新しい農用林的利用を促進
しなければ，現在，未利用地の農家保有の平地林も今後，売却と転用が進められていく可能性がき
わめて高いことが指摘される。
審　　査　　の　　要　　旨
　平地林は，これまで陵味な慣習的用語として用いられてきたため，地理学的な研究の対象にはほ
とんどならなかった。平地林の利用形態に関しても，一般的に農業的利用が行われてきたことは知
られてはいたが，利用形態の地域的差異などについて実証的に明らかにされてこなかった。本研究
では，平地林の定義を明確にしたため，統計的にも平地林の諸特性を把握することが可能となった。
また，利用形態について，平地林が存在する農業地域について農家個々の営農形態にまで分析を深
めることにより，農業地域全体との関連を解明した。その結果，平地林の利用形態を規定してきた
農業的利用形態の地域的差異だけでなく，平地林が存在する農業地域の地域的特性も明らかになっ
た。したがって，本研究は国民的課題となっている平地林の保全のための基礎資料としても貴重な
成果である。本論文には高い評価を与えてよいと思われる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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